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１、医療「改革」で負担ずっしり


おばあちゃん


ふう、また医療費の負担がふえるのかね。このままだと病院に行く回数を減らさないといけないかもしれないね。


治くん


ただいま。おばあちゃん。ため息をついてどうしたの？


おばあちゃん


おや、おかえり、治。いや、今日の新聞に「医療制度改革案」が発表されたんで、読んでいたんだけど、暗くなる内容ばかりだね。

治くん


医療制度改革って、なに？


（おばあちゃんと治くんのためにお助けマン登場）


お助けマン


おばあちゃん、治くん。


医療制度とは、みんなから集めた税金や保険料で、急に病気になっても、お医者さんにかかったりしても、安心して治療がうけられるような医療のしくみのことです。　


その制度を今度、どのように変えようとしているのかポイントをお話しましょう。


その第１は、お年寄りが窓口で支払う医療費が値上げになります。現在、病院の窓口で７０歳以上の患者さんは医療費を、１割負担します。これをさ来年の４月から７０歳から７４歳までのお年寄りの負担を２割へと、２倍にしようとしています。現役並み所得のあるお年寄りはいまでも２割負担と高い負担をさせられていながら、今年１０月からは３割負担と１・５倍の値上げをしようとしています。


治くん


おばあちゃんも病院に通っているけど、国が言っている医療制度になってしまったら、今の倍の２割の医療費をはらわなくちゃいけなくなるんだ。

お助けマン


その第２は、７０歳以上のお年寄りが長期入院すると食事代や居住費の負担を、今年の１０月から大幅に増やす計画です。今でも、食材費は負担させられているのに、それにプラスして調理費、そして居住費が負担となります。


おばあちゃん


お金がかかると思うと、おちおち入院もしていられないね。


かえって、病気が悪くなってしまうよ。


お助けマン


その第３は、さ来年の２００８年には、７５歳以上だけの高齢者の医療制度を作るという計画です。７５歳以上のお年寄りから１人あたりおよそ６０００円程度の保険料を年金から差し引くというものです。


さらに、第４は高額医療費制度の引き上げがあります。


これは重い病気で治療にとてもお金がかかる場合は、一定額まで負担すればよかったのだけど、その限度額を大幅に引き上げた結果、あらたに負担が増える人がでてくるのです。


治くん


おばあちゃん、年とっても楽できないね。


おばあちゃん


本当だね、やさしくないね。


お助けマン


さらに、国は都道府県に医療制度の運営を押しつけ、医療費を抑制するために、ノルマをかそうとしているのです。地方だって借金財政なのに、運営をおしつけられたら、たまりません。医療費を減らさざるを得なくなります。おまけに地方が医療費を減らすと国の医療費の決め方に対して意見を言えるという「ごほうび」がついてくるのです。回りまわって患者負担が増えていってしまいます。


あとでお話しするけど、負担を押し付けるだけでなく、保険内診療と保険外診療を併用する「制度」を導入して、民間保険のもうけを拡大することを狙っています。


おばあちゃん


この内容はほとんど知らされていないから、この制度が始まったら病院や診療所の窓口は大混乱をするだろうね。


４月からまた介護保険料が値上げされ、それも年金から天引き。その上さらに医療保険料まで差し引かれたら、どうなってしまうのだろう。


治くん


おばあちゃん、僕にくれているお小遣い、減らさないでね。


お助けマン


治くん、お年寄りの世帯の約４割の世帯が生活保護基準の２００万円を下回っているのよ。


２、税金ってどう使われているの？


治くん


わ～大変だ。でも昔、TVで福祉のための費用といって消費税をあげるっていってなかったの？税金の使い道ってどうなっているんだろう？


おばあちゃん


国はお金がないっていっているそうだね。


お助けマン


いいところに気がつきましたね。消費税を導入するときには「高齢化社会のため」に使うようなことがいわれていましたが、実は社会保障にはまったく使われていませんでした。このグラフでみてみるとこの間の消費税の税収が１４８兆円、その一方で大企業の法人税が１４５兆円の減税や不況による減収。つまり政府は、国民から集めた消費税を、大企業の減収分の穴埋めにしたことになります。


治くん


おばあちゃん外国では、税金をどうやって使っているのかな？


社会保障には使われていないの？


おばあちゃん


治、いいこというね。聞いてみようね。


お助けマン


ヨーロッパでは医療費の窓口負担は原則無料なんです。日本はただでさえ窓口負担が先進国で一番高いのに、さらにまた負担増をしようとしているのです。


国の国内総生産に対する社会保障費、公共事業の割合を見てください。


アメリカ、フランス、ドイツ、イギリスと比べたとき、日本の社会保障費は二分の一、その一方で公共事業費は、２倍から３倍にもなっているのです。


治くん


う～ん。税金の使い方をヨーロッパなみにすれば今回の値上げなどしなくてすむんだね。


おばあちゃん


本当だね、治。


治くん


おばあちゃん、何で、軍事費が、ほかの国は毎年減っているのに日本だけはとっても伸びているの？先生が学校で、日本は憲法９条で戦争をしない国だと教えてくれたよ。


おばあちゃん


わたしは、治のためにも戦争は絶対反対だよ。


軍事費を削って、くらしにまわせだよ。


３、医療「改革」のほんとのねらいは？


治くん


おばあちゃん。でも結局、誰がこういう医療制度にしたがっているの？


おばあちゃん


本当だね、誰が喜ぶのかね。


お助けマン


おばあちゃん、治くん、


この医療制度改革で一番得をするのは医療を金儲けの対象にしようとするアメリカ、日本の大企業です。医療制度の改革はアメリカ政府の要求からの出発したものです。


それが2005年12月にアメリカからの「年次要望書」の中内容は「アメリカの企業が日本の医療市場に参加できるようにせよ」ということでもわかります。


医療をもうけの対象にしようと狙っている日本の企業も後押ししています。


さらに財界は、医療費を抑制することで、従業員などの保険料負担を大幅に減らそうと狙っているのです。


　


おばあちゃん


「地獄の沙汰も金次第」だね。保険のきかない治療も、医療にどんどん盛り込まれるんだろうね。お金のある人しか新しい治療が受けられなくなっていくんだろうね。「お金の切れ目はいのちの切れ目」とは誰かが言っていたね。


お助けマン


株式会社の病院になったら「命や安全」より「もうけ」を優先されかねません。この間の規制緩和で「安全」が軽視されて、マンションの偽装建築や電車の事故が相次いだけど、医療制度もそういう状況になってしまうと思いませんか？


治くん


　そうだね。命は一番大切なのにね。国や自治体の役割は大事だよね。


お助けマン


最近、地方の自治体の病院も診療報酬の引き下げや市町村合併、さらに財政難を理由に効率最優先の運営の形態に見直しをしたり、再編・統廃合が急速に進められているのです。


すでに、国立病院で独立行政法人病院になったところでは、検査や事務・給食等の縮小・委託化、働いている人の賃金の大幅引き下げ等のメニューが出されるなど、公的責任をいっそう縮小していこうとしています。


治くん


お金だけじゃなくて、住んでいるところによっても、受けられる医療サービスが違ってしまうってことだね。でも僕、この町好きだから、病院がなくなって引っ越したりとかいやだな。どうすればいいの？


４、いつでも、どこでも、誰でも安心してうけれる医療制度を


お助けマン


治くん、国民の命と健康を守るのは国の役目です。そのために国が守らなくてはいけないことを書いた「憲法」があるのです。25条は生存権といって「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。 国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」って定められているのです。


治くん


その憲法25条？難しいなあ。


お助けマン


例えば、今日本は、看護師さんやお医者さんがとても足りません。人口1000人あたりの医者の数でみれば、日本はドイツの6割、アメリカの7割。看護師の数もドイツの８割、アメリカの９割しかいないんです。この状況は、医療事故にもつながっています。医療の安全を確保するためにも、低すぎる人員配置基準の抜本的な改善をすること。これが憲法２５条の生存権を守ることですね。


それから、国民健康保険証がなくて医者にかかれず亡くなった人のニュースがあったの覚えていますか？


治くん


うん。保険料を滞納していたんで、保険証がもらえなかったみたいだけど。


お助けマン


そのようなことが起こらないためにも、国は最低限の生活と健康を保障するために国の責任で健康保険証を発行して、早期発見、早期治療ができるようにしたり、支払い能力に応じた保険料にしなければなりません。


治くん


本当にそうなるといいね。


お金がなくて治療を我慢していると病気が悪化して、治るのにも時間がかかってしまうし、僕の虫歯だって早く、歯医者に行っていればもっと早く治ったよ。


おばあちゃん


本当にそうだね。


あとはさっき治が言ってように、どこに住んでいても、きちんと医療サービスが受けられようになることが大事だね。だって同じ日本の国民なのだからね。それからお金があるなしで、お医者さんにかかれないことがないようにすることが必要だね。


治くん


おばあちゃん、「いつでも、どこでも、誰でも安心して受けられる医療制度」だよね。


おばあちゃん


そういう世の中に治の時代にはなってほしいんだけど・・・。


治くん


おばあちゃん！そんな弱気なこといわないで。僕たちの時代は人間を大切にする時代にしたいよ。そのためにお父さんもお母さんもみんなで頑張らないと。


おばあちゃん


本当だね。隣のおじいちゃんにも声をかけていくよ。まだまだ元気でがんばらなくちゃ。


治くん


なんだかやる気が出てきたよ。僕もしっかりしなくちゃ。
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